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   We analyzed 1,821 cases of bladder tumors collected from the Annual of the Pathological Au-
topsy Cases in Japan, 1978-1982, published by the Japanese Pathological Society to determine the 
frequency of metastasis and metastatic sites. Study of age distribution revealed that the highest 
incidence was found in the 70-79 age group and that the male to female ratio was 2.95 : 1. Histo-
logically, the tumors were transitional cell carcinoma in 1,393 cases (80.5%), squamous cell carci-
noma in 185 cases (10.7%), adenocarcinoma in 64 cases (3.7%) and anaplastic cell carcinoma in 
62 cases (3.6%). 

   Metastasis was found in 1,275 cases (70.0%). The frequency of metastasis according to histo-
logical type was transitional cell carcinoma in 960 (69.8%), squamous cell carcinoma in 127 cases 

(76.5%), adenocarcinoma in 51 cases (86.4%) and anaplastic cell carcinoma in 53 cases (89.8%). 
   Metastasis occurred in order of decreasing frequency in lymph nodes, lungs, liver, bones, peri-

toneum, kidneys, intestines, prostate, ureters and uterus. These findings were compatible with sev-
eral previous statistical surveys of autopsy cases of bladder tumor.
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は じ め に

膀胱腫瘍に関する統計的観察は種 々の観点からなさ

れているが,そ の多 くは臨床的検討であ り,剖 検例に

関する検討はあまりなされていない.と くに,膀 胱腫

瘍の転移について,正 確な頻度とい うものは明らかに

されておらず,剖 検例においては30～71%の 頻度で転

移がみられると考えられている1).わ れわれは,以 前

に膀胱癌の三角筋転移の1例 を報告す ると ともに,

1973年か ら1977年 までの5年 間に日本病理剖検輯報に

登録された膀胱腫瘍1,102例 の転移部位の集計をあわ

せて報告した2)。今回は前回の集計に続いて,1978年

か ら1982年 までの5年 間に日本病理剖検輯報に登録さ

れた膀胱腫瘍の統計的観察を行ない,お もに転移の部

位およびその頻度について検討したので,若 干の文献

的考察を加えて報告する.

対 象 と 方 法

*研 究生

対象は1978年 か ら1982年 までの5年 間に 日本病理剖

検輯報3)に 登録された1,821例 の膀胱腫瘍で,性,年

齢,組 織型,転 移部位およびその頻度について検討し

た.剖 検輯報からの検索であるため,腫 瘍の大きさ,

数,部 位,分 化度および浸潤度といった臨床的な情報

は得 られなかった.こ れらの項 目のなかでも今回はお

もに転移部位について検討 したのであるが,転 移 と記

載された部位が転移によるものか浸潤によるものかは
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Fig.1.膀 胱腫瘍剖検例の年齢 ・性別構成.

Table.1.膀 胱 腫 瘍 の 組 織 型.

組織型 件数 (%)

移行上皮癌

扁平上皮疵

腺 疵

未 分 化 癌

平滑筋肉腫

横紋筋肉腫

そ の 他

1393(80.51)

785

64

(10.68)

(3.89)

62(3.58)

10(0.57)

3(0.17)

74(0.80)

不明であるが,こ の集計では転移として処理 した.ま

た,集 計するにあた り問題 となったのは剖検実施機関

によって報告の詳細度が異なっていることであり,た

とえば骨盤臓器,骨 盤腔,腹 腔または局所としか記載

のないものや,尿 管周囲とか直腸周囲の よ うに 「周

囲」と記載されている症例は除外した.た だし,リ ン

パ節転移に関 しては大半が単に リンパ節転移ありと記

載されていたため,転 移の部位別ではなく転移の有無

によって集計した.

結 果

1.膀 胱腫瘍剖検例の年齢,性 別集計

年齢構成および性別についてみると,1,821例 の剖

検例のうち年齢の記載がない1例 と性別が不明な6例

を除 く1,814例 について10歳 ごとに区切って集計した

のがFig.1で あ り,男 女とも70歳 台に ピークを認め

た.1,821例 の うち性別の記載がない6例 を除 く1,815

例 の うちわけは,男 性1,353例,女X459例 で男女比は

2,95:1で あ った.

2.組 織型別集計

1,821例 の うち組織型の記載がみられないものが113

例(6.2%)あ り,残 る1,708例 中,組 織型が2～3型

重複しているものが21例 であった.2型 重複がみられ

た うちわけは移行上皮癌と扁平上皮癌が13例,移 行上

皮癌と腺癌がi例,移 行上皮癌と未分化癌が1例,扁

平上皮癌 と腺癌が3例,扁 平上皮癌と未分化癌が1例

であった.ま た3型 重複がみられたうちわけは移行上

皮癌,扁 平上皮癌お よび腺癌がみられたものが1例,

移 行上皮癌,扁 平上皮癌および未分化癌がみられたも

のが1例 あった.こ れら重複のみられたものはそれぞ

れ1件 として集計したので,記 載のみられない症例を

除いた1,731件 について集計 した.Table1に 示すご

とく移行上皮癌は1,393件(80.5%),扁 平上皮癌は185

件(10.7%),腺 癌 は64件(3.7%),未 分化癌は62件

(3.6%)で あった.そ の他14件 の うちわけは,記 載

通 りに列挙すると,悪 性 リンパ腫,絨 毛上皮腫,印 環

細胞腫および粘液癌が各2例,多 形細胞癌,微 小癌,

小細胞癌,巨 細胞癌,類 表皮癌,上 皮内癌が各1例 で

あった.

3.転 移 の頻度

1,821例 の うち転移を認めたのは1,275例(70%)で

あ り,性 別の記載がない6例 を除く1,815例 について

転移の頻度を年次別かつ性別にみたのがFig.2で あ

る.転 移例における男女比は2.81=1で あ ったが,転

移が認められなかった症例の男女比は3.51:iで あっ

た.

組織型からみた転移の頻度についてみると,記 載の

ない症例と組織型が重複していた例を除外 して集計し

たが,移 行上皮癌,扁 平上皮癌,腺 癌および未分化癌

について転移の頻度をTable2に 示す.移 行上皮癌

では69・8%,扁 平上皮癌では76.5%,腺 癌では86.h
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%,未 分 化癌では89.8%の 頻度で転移がみられた,

4.転 移部位

転移部位の集計は記載が不十分な例 もあり,困 難な

面もあったが,不 明確なものは集計から除外するとい

う方針で検討 した,転 移が認められた1,275例 につい
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て 転 移 部 位 と頻 度 をTable3に 示 す.先 に も述 べ た

が,転 移 と記 載 され た 部 位 が 転移 に よる もの か 浸 潤 に

よる もの か は不 明 で あ り,隣 接臓 器 で あ る前 立 腺,精

嚢,子 宮 な どは転 移 とい うよ り浸潤 とす べ きで あ ろ う

が,転 移 と して 集計 した.頻 度 の高 い転 移 部 位 に つ い

て転 移 頻 度 と と もに列 挙す る と,リ ンパ節(63.1%),

肺(53.6%),肝(50.2%),骨(27.2%),腹 膜(20・7

0),副 腎(17.5%),腎(16.9%),大 腸(16.1%),

前立 腺(13.3%),尿 管(9.9%),子 宮(7・8%),胸

膜(7.5%),小 腸(7.2%),膵(7.1%),骨 髄(7.1

%),心(6.6%),脾(5.9%),皮 膚(4.2%),横 隔

膜(3,9%),卵 巣(3.3%),月 室(3.1%),胃(2・8%)

の順 とな る.

転 移 部 位 が2例 に しか み られ な か った 部 位 は,卵

管,気 管,虫 垂,精 巣 上体,大 動 脈,下 大静 脈 で あ っ

た.ま た,転 移 部 位 が1例 に しか み られ なか った もの

は,顎 下 腺,乳 腺,胆 管,肛 門,扁 桃,門 脈,気 管 支,

歯 肉,陰 嚢,腸 骨 静 脈,膀 静 脈索,回 腸 導 管 開 口部 で

あ った.

19781979198019811982

Table2.組 織 型 か らみ た 転移 の頻 度.

組織型 症例数 転移例数 (/)

移行上皮癌

扁平上皮癌

腺 癌

未 分化癌

1376

166

59

59

960

127

51

53

(69.8)

(76.5)

(86.4)

(89.8)

Fig.2.膀 胱腫瘍の転移の年次別 ・性別構成.

Table3.転 移 を有する1,275例 の膀胱腫瘍の転移部位別頻度(%).

リンパ節 肺 肝 骨 腹膜 副腎 腎 大腸 前立腺 尿管

805684640347264223215205170126

(63.1)(53.6)(50.2)(2ア2}(20.7》(17.5){16.9,{16.1}(13.3)(9.9》

子宮 胸膜 小腸 膵 骨髄 心 脾 皮膚 横隔膜 卵巣

100969290908475535042

(7.8)(7.6)(7.2)(7.1)(7.1)(6.6)(5.9)(4.2)(3.9)(3.3)

腔 胃 腸間膜 脳 腹壁 胆嚢 筋肉 甲状腺 皮下 尿道

40362827262520191913

(3.1)(2.8)(2.2)(2.1)(2.0)(2.0)(1.0)(1.5)(1.5)(1.0)

大網 癌性腹膜炎 食道 精嚢 陰茎 精巣 縦隔 下垂体

131111119863

(1.0)(0.9)(0.9)(0.9)(0.7)(0.6)(0.5)(0.2)
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Table4.膀 胱腫瘍剖検例における転移頻度.

日本病理剖検輯報からの集計にあたって困難なこと

は記載方法が統一されていないということで,た とえ

ぽ組織型に関しても記載のないものが16.2%も み られ

たし,転 移部位についても不明瞭な記載に留まってい

るものも少なからずみられた,わ れわれは前回の集計

と同様,今 回の集計においても上皮性以外の腫瘍も含

めて集計したが,膀 胱腫瘍剖検例の集計は報告者によ

っては上皮性腫瘍にのみ限って集計していることもあ

り,非 上皮性腫瘍は少ないものの,集 計を参考にする

場合はこの点に関 しても留意を要する。また,剖 検輯

報の記載上の制約もあり,当 然臨床的な側面と関連づ

けて集計することはできない.こ のような問題 点はあ

るものの以下に2～3の 項 目につ いて考察してみた

い,

年齢分布についてみると,剖 検輯報においては死亡

時の年齢であり,お のずと臨床集計における年齢分布

と異なって高齢化する.わ れわれの集計では70～79歳

に最 も症例が多か ったが,Sa量tohら4)の1958～1979年

の2,561例 の集計では60～69歳 に ピークがみられてい

る.一 方,臨 床集計からみると60～69歳 に ピークがみ

られている5・6>.性差 をみると男女比は2.95:iで あ

ったが,Saitohら の集計では2.6=1で あ り,臨 床集

計ではわれわれの男女比よりもさらに男性に偏りがみ

られている5・6)

日本病理剖検輯報の集計で組織型の統計学的観察に

ついてはあまりなされておらず,わ れわれの集計では

組織型の記載が明らかな症例のうち移行上皮癌は80.5

%を 占めた.Saitohら の集計では移行上皮癌は68.8

%で あ ったと報告 しているが4),組 織型の不明例を除

外 していないためにこのような低い頻度になっている

が,不 明例を除外すると78.9%と な りわれわれの集計

とほぼ同じ頻度になる.し かし,稲 田ら7)、の集計では

不詳および混合型を除外しても,移 行上皮癌の頻度は

68.1%と 低 く,逆 に扁平上皮癌は19.5%と 高 く,腺 癌

は3.8%で あ った.わ れわれの集計では扁平上皮癌は

10.7%,腺 癌は3.7%で あ り,Saitohら の組織型の不

明例を除外した扁平上皮癌および腺癌の頻度はおのお

の14.2%と5.2%で あった.い ずれにしても臨床集計

では扁平上皮癌は約5%8),腺 癌 は0,5～2%9)と さ

ているのに比ぺて,剖 検例におけるM平 上皮癌および

腺癌の占める頻度は高い,

膀胱腫瘍剖検例における転移について諸家の報告を

Table4に まとめたが1・7・1016),1931年Cunning-

hamは10)22例 の自験例に諸施設での報告を加えた411

報告者 報告年度 剖検例数 転移例数(%)

Cunningham7931

Smith7933

Fetter1958

稲 田1966

高 安1970

Melicow1974

Kishi1981

郷 司1986

411

34

55

33

54

125

87

37

133(32.4)

16(47.η

39(70.9)

23(88.7)

23(42.6)

106(84.8}

58(66.7)

30(81.7)
`

Table5. 日本病理部検輯報瞠おける膀胱腫瘍の

転移の頻度.1

報告者 集計期聞 剖検例数 転移例数(%)

稲 囲

白 井

朴

Seitoh

朴

1958^1982 306

1960^19691163

1973^19771105

1968-19792561

1978^-19821821

t74

737

778

1812

雪275

(58.9)

(63.4)

σ0.41

(70.8)

鰍{70 .0》・

例について検討 しているが,転 移頻度は32.4と 低

い.そ の後,転 移頻度の増加傾向がみられ,Melicow

にいたっては84.4%に 転移がみ られ たと報告 してい

る13).1施 設 としては多数の剖検例を報告 している

Kishiら の集計では84例 中51例(66 .7%)に 転移がみ

られている14>.一 方,日 本病理剖検輯報の膀胱腫瘍の

転移頻度につ いて諸家の報告をTable5に 示すが,

56.9～ フ0.8%Y`転 移 がみられている2,4,7,16).今回われ

れの集計でも転移頻度は70.0%で,お おむね諸家の報

告と合致する.

組織型別に転移頻度をみると,未 分化癌,腺 癌,扁

平上皮癌,そ して移行上皮癌 の順に低下 してい る

(Table2)・ 臨床的には腺癌,扁 平上皮癌の予後が移

行上皮癌の予後に比べて悪いとされてお り8.9),臨 床

例の組織型別の予後と剖検例の組織型別の転移頻度は

相関していると考えられる.、

転移部位についてみると,日 本病理剖検輯報におけ

る転移部位の記載には皮膚,皮 下,腹 壁 とか腹膜や癌

性腹膜炎などと分けて記載してあ り,諸 家の報告もそ

のように分類 してい るのでわれ われ もそれに従った

が,問 題がないわけではない.転 移部位の頻度につい

ては吟 回の集計で も前回の集計と伺様な傾向がみ ら

れ2),リ ソパ節,肺,肝,骨,腹 膜,副 腎,腎,大 腸

の順であった.た だし,前 回の集計では前立腺転移は

134例(17.6%)み られ たが,前 回の報告時記載漏れ
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したのでここに追加訂正したい.さ らに,骨 髄転移は

前回の集計時33例(4.6%)に み られたが胸髄,腰 髄

または単に骨髄などと記載法がまちまちであったため

除外したのであるが,今 回の集計では一括 して集計 し

た,稲 田ら7)や 白井ら16)の日本病理剖検輯報の集計で

もほぼ同じ転移順位であったが,転 移頻度に関しては

白井らの集計ではかなり低い.一 方,症 例数において

は及ぼないがより詳細に検討できる同一施設での剖検

例報告は貴重であり,Kishiら の84例 の膀胱癌剖検例

における転移部位は,リ ンパ節,肝,肺,骨,椎 体,

骨盤,腔,回 腸,皮 膚,尿 管,副 腎,直 腸,S状 結

腸,腹 膜,胸}子 宮となり14),日 本病理剖検輯報の

集計と転移部位の順位が若千異なっていた.

以上のごとく,膀 胱腫瘍の転移については一定の傾

向がみられ,こ の転移部位および頻度を理解しておく

ことは臨床的にも有用であり,諸 検査を駆使して膀胱

腫瘍患者の経過観察をより多角的かつ重点的に行なえ

るものと思われる.

結 語

日本病 理 剖 検 輯 報V'.1978年 か ら1982年 まで の5年 間

に 登録 され た1821例 の膀 胱 腫瘍 症 例 の統 計 的 観 察 を 試

み,以 下 の結 果 を 得 た.

1)年 齢 は70歳 台 が最 も多 く,男 女比 は2.9511で あ

った.

2)組 織型 は,移 行 上 皮 癌80.5%,扁 平 上 皮 癌10.7

%,腺 癌3.7%,未 分 化 癌3・6%で あ った.

3)組 織 型 よ りみ た 転 移 の頻 度 は,未 分 化 癌ss.a%,

腺 癌86.4%,扁 平 上 皮 癌76.5%,移 行 上皮 癌69.8%で

あ った,

4)転 移 部位 の順 位 は リソパ 節,肺,肝,骨,腹 膜,

副 腎,腎,大 腸,前 立 腺,尿 管,子 宮,胸 膜,小 腸,

膵,骨 髄,心,脾 とな り,過 去 の 日本 病 理 剖 検 輯 報 の

集 計 と比較 して も,お お む ね 同様 の転 移 部 位 の順 位 で

あった.
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